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利用カテゴリ CfCA内部;

微惑星の形成メカニズムの有力なシナリオの一つとして、重力不安定性に基づく説があ

る。まず、中心星の重力によって原始惑星系円盤内の塵粒子が沈殿し、赤道面上に高密

度塵粒子層が形成される。塵粒子密度が十分に大きくなると、自己重力不安定によりキ

ロメートル程度の微惑星が形成される。この重力不安定性の時間発展はケプラー時間程

度で起こるため、ガスとの摩擦による中心星への落下の時間尺度よりも非常に速い。従

って、中心星に塵粒子は落下せず、微惑星が形成されうる。

重力不安定による微惑星形成の非線形段階について、数値シミュレーションを用いて調

べている。Wisdom and Tremaine(1988)によって導入されたローカル座標による計算法を

用いて、微惑星形成について調べた。これまでの研究で計算領域内の大部分の質量を一

つの微惑星が吸収することが分かっている。最終的な成長の飽和を調べるためにより大

規模な計算を行なった。塵粒子間の衝突のアルゴリズムを工夫し高速化をはかった。結

果、微惑星の成長の飽和過程や最終的な微惑星質量のパラメータ依存性が分かった。

また、これまでの研究では背景ガスとの相互作用について考慮していなかった。そこで

、背景ガスからの摩擦を考慮したシミュレーションを行なった。ガスを考慮すると効率

的にエネルギー散逸が起こり塵粒子の速度分散が小さくなる一方、摩擦が強いため十分

に沈殿せず塵粒子層のスケールハイトが厚くなることがあることが分かった。重力不安

定の指標はRoche密度とToomeのQ値がある。このような状況の場合、ToomreのQ値の方が

不安定の指標として良いことが分かった。
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